
行ない，その内容が正しい場合には，その内容を記憶回路に記

憶すると同時に，中央に向けて制御アンサーコードを返送する 。

中央ではこれを受信すると制御サイク ノレを完了して，その後は

さきほ ど中断された次の駅から表示サイ クノレを再び開始する。

もし7γサーコードが返送きれなし 、と きは， 表示サイクノレを 2

回そう入した後，制御コードの再送を行なう。告1)御コードの再

送が10回以上にな っても. 7γサーコードが返送きれない場合

には，時1)御故障の表示を行なれこの場合その駅は遠隔制御か

ら切り離されて現場駅の単独扱いに移行する。各駅で記憶され

た制御内容は，その後その駅の継m連動装置を制御して，命令

された進路を構成するよう転てつ訴を転換し A. T.C. の信号

を現示する。
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じぎょうぶせ

た部分の耐酸膜除去，酸化防止処理，切断そして部品取付けの

穴明けが行なわれて基板として完成する。次に部品(トラソジ

ス九ダイオード，抵抗，コ γデ γサ等)がすべて取り付けられ

ると， フラックス主主布により金属商の清掃が行なわれ，防湿塗

料を塗布して組み立てられ機構検査を経てシートとして完成

する。

参考文献プリント回路長沢成之・長津寛著 日'f1)工業
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じうりょう 時雨量 1 時間当りの降雨量をいい， 一般に

集中的に降った雨の強さ等を表わす場合に用いる。

雨の降った量をはかるには雨量計を用~ '.雨がそのまま水平

位単のレ司h
l

メをき深の水雨
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雨量計などがある。ま

た，人の住んでいない山奥などの雨を知るには，無線ロポット

雨量J I が使われていて . 10寺 IMJごとに雨量を電波にのせて，自

動的に気象台へ送っ てくるも のもある。(遠藤敬一)

じぎょうぶせい 事業部制(鉄道の) 事業 ~f;;tl)1 i. アメ

リ カ で 発達 した経営管理の方式であり，その特長は利銃責任を

下部に委譲する点にある。

企業が大規模になると，なんらかの形で，権限を下部に委談

しなければならなレ。それには職能的なも のと.1'ビジョン的

なもの主の二つの方向がある。

戦能的な分権とは，俗にL、う縦割りの方法で，たとえば製造

部とか営業部とか経理部などの職能部門組識の編成となる。

これに対して，デピジョ‘ノ的な分権とは，俗にいう横宮11 りの

方法で，前記の験能を一貫した，あたかも独立の事業体のごと

き組職上の単位となる。このよ号なデビ ジ ョン的な権限委設が

なされた下部経営単位に，不IJ銃責任が付与される場合を，本来

の定。味での事業部制と呼んでいる。 ここ にL 、う 利益責任とは競

争的市場における利益獲得の責任を意味し，単なる予算の節約

とか原ú!fi切下け.による利益だけでは十分とはし、えない。

このよ う に事業部制は，企業の諸活動を，それぞれ独自の市

場および製品をもっ利益責任単位(プロフィットセ y ター).す

なわち独立採算的な管環単位に分けるとともに， その上にこれ

を統轄する本部を形成する分権的な経営管理形態である。

事業部制lによる経常管理の分権化には，次の利点が認めら

れる。

川 経営意志決定の権限を，必要な行為が行なわれる場所に

できるかぎ り近 くお くことに よっ て， 実情に即した機動的決定

を可能にする。

(2) 生産性向上に対する意欲を強化する。

(3) 製品の製造と販売について，その専門化，分業化を進

める 。

(4) 管理責任者の業績がめいりよう に測定される。

(5) 事業部の幹部を経営管理の指導者として訓練することに
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